
☆天文の基礎知識 なぜ1日は24時間なのか

今はスマホやテレビo新聞などによって、今日は何月何日かとか、

今は何時何分かということがすぐ分かり、それに合わせて行動した

り、次の計画を立てることができます。

しかし、カレンダーや時計などがなかった大昔、人々は、朝、明る

くなれば起きて、日中は食べ物をさがし回ったり栽培し、夕方、

暗くなれば眠りにつくという生活だったでしょう。

ところが、あと、何日くらいで冬になるのかとか、雨が多く降るよう
ひっよう

東

になるのかということを知る手がかりが必要だったと思います。

その手がかりの一つが、大きくて目立ち、毎日少しずつ形が変わって約30日で元にもどる月だっ

たようです。さらに、その月の満ち欠けが12回くり返えされると前と同じような季節がやってきて、

1年経つということに気づいたようです。

また、12という数が2。 3。4。6の4つで割りきれるので、物を分けるときに便利だというこ

とから、大昔の人たちはこの12という数をいろいろなことに利用するようになりました。

朝、太陽が昇り出した時から、夕方、太陽が沈むまでにできる棒の影を使って昼の長さを12に

分け、夜も昼と同じくらいの長さだということで、昼と夜を合わせた1日の長さを24に分けたのです。

その1日の長さの24分の1が、今、みなさんが使っている1時間という時間の長さを決めるもとに

なり、 1日が24時間に決められました。

しかし、月や太陽の動き方は少し不規則なので、今はたいへん正確なある原子の性質を利用して

「1秒」の長さを決め、それをもとにして「1分」・「1時間」 。 「1日」 。 「1年」の長さが決められています。

銀河宇宙探検隊2022 ②
今年度1回目の「銀河宇宙探検隊」が、 6月4日(土)

へ5日(日)に六郷公民館で開催されました。今年は6人

の新入隊員をふくめた小学生が13人。‾そして中学生が

3人、高校生の天文リーダーが6人と、とてもにぎやか

なメンバーでのスタートになりました。まず天体望遠

鏡の使い方をみっちり学び、太陽黒点の観察では小さ

いながらも黒点を4個も発見。自宅観察では、 「私の星

座ノート」など4つのテーマの中から好きなものをえら

び、今後観察に取り組むことにしました。また、星座

早見盤の使い方もくわしく知ることができました。

夜はくもってしまったので、パソコンで星座や星物

語り、夜明け前に見える土星や木星などのわく星の見

え方を学びました。最後はお楽しみ、天文リーダーた

ちによる「星座かるた大会」は大変な盛り上がりに。 \

いい仲間づくりもでき、ぐっすりと眠りにつきました。

次回は7月2̃3日の「夏の星空キャンプ」。天の川

やわく星をぜったい見るぞ!とみんな意欲満々です。

=入隊式と春の星空キャンプ二

れんしゆう

新入隊員は4cm・ 35倍の望遠鏡で使い方を練 習

白い板に写った太陽面の黒点をのぞきこむ隊員たち


